
2021共通テスト解答速報（数学をB） お疲れさまでした！

1第學
［けい） s i n E = E3

→

y : s i n d t S w s O

こ 2 sin10+E）
一、

OSO E E より E E d t FEETなので、
最大値は 0+F=E .

つまり0迮ウの
とき

2 をとる。
一 工

に） y= s i nO t p c o sO

( i ) p=0のとき 0=Eで最大値 1 を とる。
一 才 で

（ii) y = F F f so.PT t sina.IT）
= OF F ws（0-d） →ロキ

ただし s i n h = t .w sが PT, oは<E
→

!

. 、

一五ヶ
このとき 0-メンO となる dが O E d E Eに存在するので、
yは d i d で最大値OFFをとる。 →ロコロサ



( i i i ) p<oのとき、 d が 0からE に動くにつれて、
Y=0鬠+？器 は増加する。 よって

0=Eで最大値1 をとる。 一

!

？た

［2］ f ix）=t
,
g川= t

い） flo）= I = I t , g10）= f = I
y

で70，2"70より、相加相乗平均から

fix）= t ? F I X = 1
等号成立は 2 た 2 " つまり x = 0のとき .

よってfけ）はX=0で最小値I をとる。
不 T

g(x）= - 2 e で、2-X=一y
⇐） （If+4.2"-1=0
2"70より. 2 " - 2 tf i -log2IF

!



（2） f1-x）=

!

"で=fix）

→Deト
g1-x）=で-2_た、2

!

で_"-_-glx）

→

!

，

If的には川に ※でした に_で）
2

= エ =

gに》= 2"で_"=（2で2

"

になりー ー ー ー

!

f i x ) g ( x ）

7

（3）
fkp）=が！で_は）

f（のHP）+g（のgp）=が2_？IET'+2さで_'.2た_"

=
が

#

で_" " となり、改する
ので1？

（Bに0を代入して、見当をつける）



1第學
（l） |Y= 3 i t 2×+ 3 . . . の

y = 2 Y+ 2 × + 3 . . . D →y'=4×+2どちらも擁との
交点の巘！

!

！"

① の （0，3）での接線の方程式は
y - 3 = 2 X

y

$

十五ゥ

y=-X2+2X + 3 → y'=-2×+2 かつ、
x=0のとFyころ

→ x=0での接線は上と一致。 i4 2エ

y= a×2+f×+C → X=0のとき y = f オ
y '=2aX t h より、 X=0での接楾の方程式は
y - c = e x

y . . e x t C

万 年
y=0とすると. が「二竹コ



※ .

s i m i a nが i ←齶 I
=［initもがいた-E
= ジ ジ が E
=

いく_ミサ
3hミス・・・の
三

a=Iとすると、パ=3Sで
c = I s h (h.cは実数より）
よって、概形はInセ



12） y=4×3+2×2+3×+5 → y'= 12×2+4×+3

| y-_-2/+7が+3×+5 → y'= -8×2+14×+3

y= 5 / -42+3 /+5 → y ' = 15が-211+3

る軸との交点のは座標は上
y

（0.5）での接線は
y - 5 = 3 X
y 淆×+シ

y= a×3+b×2+c×+d → X=0のとき にさy
y'=3aが+2txt C
1 0 . d）での接像の方程式は
y - d = c x

y = e x t d

〒 下
h(x）：fix）-g(x）=0 は X=0で重解を持つ。
さらに . た0以外の 解をdとおくと.
解と係数の 関係より

0 t 0 + x = 一 at < o
i . x < O →概形はD eナ

解と共有点の関係より、 共有点の×座標は ¥ と O

エネ T



hlx）=fix）-g(x）が極大値を持つとき、
1ftp.glx）1 1 - f E X E o） は最大となる。

h'（x)
h(x）= a×3+f×2
h'け）= 39×42h x

= x（3a×+2e） より .
_ikft

X-_-E ko） で極大値をとる。
一八七7へホー

計算が重たいですね . . . . . .



1第興 （選択）

い） X は 二項分布 B（100， 0.5） に従う。 →
I の ー ァ

E M = 100×0.5

=

!

何

V(X）= （00×0.5×0.5
= 2 5

よって 0（x）= F M ニ上、

Z = *

!

0m s は標準正規分布に従う。

た、 p (Z E 36

!

-）

= P(Z E -2.8）
= 0.5-0.4974
= 0.0026 E 0 .0 0 3 → ）〇ーー

オ

母比率0.4 のとき、 X-B（100.0.4）となり.
E(X）= 40， V(x）=24， 0 1 が A
よって Zに 合さ が標準正規分布 に従う。



R = P l z ' E た40-）

= P ( E -f）>P5 →

!

，

いい>-2.8
（3） 藥 は標準正規分布に従うとしてよく.

- 1 . 9 6 E " 等 E1.96

204-29.4 E M E204+29.4 が95%信頼区間となる。

Gt（2=4

!

干竹

（ z -G= 5 8 8一一コサシ
両側に はみ出ることはあり得るので、

32、
（4） 30ns

（5） 標本平均が36から動くものの、母標準偏差と人数が全て
等しいので、 95%信頼区間の幅は変わらない。区間の両端
は変わりうる。 一_'？

!

，



1第興 （選択）

a nhut，-2Antib n t 3 h m = 0 ・・・〇

い） a n = 3 + （n-）p . . .
>

ant i こ ろ t u p .. .

b n

!

が

① の両辺を hnで割って
r a n - 2 a n t i t 3 r = 0

2Anti = r(ant3）
万 三
②

!

を代入して、

2 （3+np） = r（6+（n-1）p）

（r-2）np = r(p-6）+6
千 万 年

に2のとき 2（p-6）+6=0
P

!

7

に） ②より もak 二 点3k = En(n+i）
に 1 万］ テ
起に忌3が二 3.1

!

ーー" = 3 .かり
こ え



（3） A n ( n - 4 A n t i Cut3（n+に0

c i t y
=

13

#

た）G = 4（ n →E.，
（4） d n h m - q d n t . h t U h m = 0

dnt. = f - 無.（dntu )

Yf(dnt u）
4

これが0く公比くIの等比数列となる必要十分条件は

o<f<I かつ u = 0 < ⇒ q>2 か つ u = 0

T - テ



斅鳶i( i )

LAMB、ニコライ

茹

!

が、

より、 花にもした一副

また、尿，=一aた，_た十両+aた
=（a-i）は、一刷
三 万

i . f=a-1 → a = t

に） 石、二百2t aた，
は、一品、12=ド=韭が7

1 T iたに I t I - 2た。前 より.

な 恥 垣ヶコサ



前でない aた z
た.た。二百、.た=JE より.

な、. た = F.1両+aた）
= F + a . i
= E(a+リ
= t . t = 女't →ロン

な、 .た=（たtaた）.（両+aた）
= t + a f i t a t c i TE

- _ -慧哲
=2（な、一石）+a
= 2 .

!

，-「+ t = 0 →

#

、

荕=前より、平行四辺形.
か つ . Iた1=1た1=a か っ た tたより .
0013、DB2は正方形である。→02セ

本当にお疲れさまでした！！


